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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次

第64期

第３四半期

連結累計期間

第65期

第３四半期

連結累計期間

第64期

第３四半期

連結会計期間

第65期

第３四半期

連結会計期間

第64期

会計期間
自　平成21年４月１日

至　平成21年12月31日

自　平成22年４月１日

至　平成22年12月31日

自　平成21年10月１日

至　平成21年12月31日

自　平成22年10月１日

至　平成22年12月31日

自　平成21年４月１日

至　平成22年３月31日

売上高 （千円） 9,266,9519,939,0842,854,8363,463,87015,904,829

経常利益 （千円） 171,689616,207 54,560 151,727556,856

四半期(当期)純利益 （千円） 88,641 449,285 28,713 113,307296,469

純資産額 （千円） － － 9,110,4879,586,0309,372,411

総資産額 （千円） － － 19,209,08320,270,39919,891,024

１株当たり純資産額 （円） － － 510.27 537.60 525.01

１株当たり四半期(当期)

純利益金額
（円） 4.96 25.18 1.61 6.35 16.60

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

（円） － － － － －

自己資本比率 （％） － － 47.4 47.3 47.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △150,1772,253,006 － － △568

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △146,441△653,791 － － △183,856

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 604,486 50,192 － － △47,349

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

（千円） － － 2,196,3073,306,0731,656,666

従業員数 （名） － － 667 688 663

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1)　連結会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数　(名) 688　

(注) 従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向者を

含む就業人員であります。

　

(2)　提出会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数　(名) 536　

(注) 従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1)　生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 　生産高(千円) 前年同四半期比(％)

鉄道信号関連事業 2,914,696 －

産業用機器関連事業 559,193 －

合計 3,473,889 －

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　金額は、販売価格によっております。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2)　受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 　受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
　受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

鉄道信号関連事業 4,564,214 － 6,071,898 －

産業用機器関連事業 497,974 － 65,443 －

合計 5,062,189 － 6,137,341 －

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3)　販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 　販売高(千円) 前年同四半期比(％)

鉄道信号関連事業 2,906,612 －

産業用機器関連事業 557,258 －

合計 3,463,870 －

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

東日本旅客鉄道㈱ 1,098,144 38.5 1,116,994 32.2

ジェイアール西日本商事㈱ 436,423 15.3 658,701 19.0

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

(1)　経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益に改善の兆しが見られた一方で、急激な円

高の進行や欧州の経済危機などに加え、依然として失業率が高水準にあり、物価はデフレ傾向が続くなど、

企業の経営環境の先行きは一層不透明感が強まり、引き続き予断を許さない厳しい経営環境で推移しまし

た。

このような状況のもと、当社グループといたしましては品質管理の徹底、生産性の向上、経費の削減に

努めるとともに、受注の獲得と拡大に取り組んでまいりました。この結果、第３四半期連結会計期間の売

上高は34億63百万円（前年同四半期比21.3％増）、営業利益は40百万円（前年同四半期比124.2％増）、

経常利益は１億51百万円（前年同四半期比178.1％増）、四半期純利益は１億13百万円（前年同四半期比

294.6％増）となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

[鉄道信号関連事業]

軌道回路等のフィールド製品及びＡＴＣ（自動列車制御装置）が減少しましたが、電子連動装置等

のシステム製品及び踏切装置・踏切障検・閉塞装置・集中監視装置・リレー等のフィールド製品が増

加し、売上高は29億６百万円、セグメント利益は２億74百万円となりました。

[産業用機器関連事業]

塗装・金属メッキ及び金型は減少しましたが、梯子車・高所放水車制御装置・非接触ＩＤシステム

及び可塑成形が増加し、売上高は５億57百万円、セグメント利益は26百万円となりました。

　

(2)　財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ３億79百万円増加し、202億70

百万円となりました。これは、受取手形及び売掛金が29億26百万円減少しましたが、現金及び預金が16億67

百万円、たな卸資産が16億38百万円それぞれ増加したことなどによるものです。

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ１億65百万円増加し、106億84百

万円となりました。これは、未払法人税等が２億87百万円、賞与引当金が１億99百万円それぞれ減少しまし

たが、支払手形及び買掛金が３億86百万円、長期借入金が２億38百万円それぞれ増加したことなどによる

ものです。

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ２億13百万円増加し、95億86

百万円となりました。これは、その他有価証券評価差額金が１億４百万円減少しましたが、利益剰余金が３
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億24百万円増加したことなどによるものです。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年

度末に比べ16億49百万円増加し、33億６百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における営業活動による資金は、３億48百万円の増加（前年同四半期は38

百万円の増加）となりました。これは、たな卸資産の増加により８億27百万円資金が減少しましたが、そ

の他流動負債（主に前受金）の増加により４億82百万円、仕入債務の増加により３億52百万円、売上債

権の回収により２億81百万円資金が増加したことなどによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における投資活動による資金は、43百万円の減少（前年同四半期は37百万

円の減少）となりました。これは、有形及び無形固定資産の取得による支出52百万円などによるもので

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における財務活動による資金は、46百万円の減少（前年同四半期は７億83

百万円の増加）となりました。これは、借入金の返済による支出が44百万円あったことなどによるもの

です。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は１億38百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1)　主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2)　設備の新設、除却等の計画

前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要な変更ならびに

重要な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数　(株)

普通株式 30,000,000

合計 30,000,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数 (株)

(平成22年12月31日)

提出日現在

発行数 (株)

(平成23年２月10日)

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 18,018,000 18,018,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数　1,000株

合計 18,018,000 18,018,000－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成22年12月31日 － 18,018,000 － 1,500,039 － 1,233,716

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記

載することができないことから、直前の基準日である平成22年９月30日の株主名簿により記載しており

ます。

①　【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ 単元株式数 1,000株
普通株式 181,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,524,000 17,524同上

単元未満株式 普通株式 313,000 － １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 　 18,018,000 － －

総株主の議決権 － 17,524 －

　(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式767株が含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

大同信号株式会社
東京都大田区仲池上

二丁目20番２号
181,000 － 181,000 1.0

合計 － 181,000 － 181,000 1.0

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年

４月
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 307 304 298 299 299 300 290 278 280

最低(円) 287 277 280 285 265 273 261 257 255

(注)　株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役　上席執行役員

（営業本部長）

常務取締役　上席執行役員

（営業本部長兼貿易部長）
菱沼　博昭 平成22年10月20日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連

結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づ

き、当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累

計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて

作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月

１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表ならびに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年

12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表について、清和監査法人により四半期レビューを受けております。
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１　【四半期連結財務諸表】
(1)　【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期
連結会計期間末

(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,375,073 1,707,666

受取手形及び売掛金 ※２
 3,246,268 6,172,331

商品及び製品 2,125,482 2,467,207

仕掛品 4,676,877 2,760,993

原材料及び貯蔵品 938,343 874,330

その他 452,017 498,532

貸倒引当金 △2,941 △4,078

流動資産合計 14,811,121 14,476,982

固定資産

有形固定資産 ※１
 1,690,152

※
 1,782,132

無形固定資産 54,049 54,626

投資その他の資産

投資有価証券 3,070,804 2,983,560

その他 651,490 598,488

貸倒引当金 △7,218 △4,765

投資その他の資産合計 3,715,075 3,577,284

固定資産合計 5,459,277 5,414,042

資産合計 20,270,399 19,891,024

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※２
 3,279,824 2,893,381

短期借入金 3,291,606 3,349,352

未払法人税等 5,525 293,441

賞与引当金 239,744 439,339

役員賞与引当金 13,671 38,550

製品補修引当金 100,796 100,796

受注損失引当金 128,182 128,182

その他 1,321,335 1,212,281

流動負債合計 8,380,686 8,455,323

固定負債

長期借入金 528,752 290,433

退職給付引当金 1,661,491 1,597,260

役員退職慰労引当金 78,641 168,823

その他 34,798 6,772

固定負債合計 2,303,683 2,063,288

負債合計 10,684,369 10,518,612
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(単位：千円)

当第３四半期
連結会計期間末

(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,500,039 1,500,039

資本剰余金 1,233,716 1,233,716

利益剰余金 6,579,584 6,255,260

自己株式 △51,737 △45,784

株主資本合計 9,261,603 8,943,232

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 324,426 429,179

評価・換算差額等合計 324,426 429,179

純資産合計 9,586,030 9,372,411

負債純資産合計 20,270,399 19,891,024
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(2)　【四半期連結損益計算書】
　【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 9,266,951 9,939,084

売上原価 7,162,303 7,527,851

売上総利益 2,104,648 2,411,232

販売費及び一般管理費 ※
 1,978,374

※
 2,115,610

営業利益 126,273 295,621

営業外収益

受取利息 607 607

受取配当金 45,334 45,894

受取保険金 39,466 47,407

持分法による投資利益 － 219,586

株式割当益 － 41,860

雑収入 4,822 7,534

営業外収益合計 90,230 362,890

営業外費用

支払利息 44,035 38,561

雑損失 780 3,743

営業外費用合計 44,815 42,304

経常利益 171,689 616,207

特別利益

貸倒引当金戻入額 787 926

償却債権取立益 250 210

特別利益合計 1,037 1,136

特別損失

固定資産除却損 335 736

特別損失合計 335 736

税金等調整前四半期純利益 172,390 616,606

法人税、住民税及び事業税 32,791 49,091

法人税等調整額 50,958 118,230

法人税等合計 83,749 167,321

少数株主損益調整前四半期純利益 － 449,285

四半期純利益 88,641 449,285
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　【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 2,854,836 3,463,870

売上原価 2,204,219 2,616,011

売上総利益 650,617 847,858

販売費及び一般管理費 ※
 632,677

※
 807,640

営業利益 17,939 40,217

営業外収益

受取利息 49 27

受取配当金 12,097 13,159

受取保険金 39,466 47,407

持分法による投資利益 － 64,594

雑収入 1,064 1,332

営業外収益合計 52,677 126,520

営業外費用

支払利息 15,802 13,923

雑損失 254 1,087

営業外費用合計 16,056 15,010

経常利益 54,560 151,727

特別損失

固定資産除却損 111 －

特別損失合計 111 －

税金等調整前四半期純利益 54,448 151,727

法人税、住民税及び事業税 △1,441 △30,211

法人税等調整額 27,176 68,631

法人税等合計 25,735 38,420

少数株主損益調整前四半期純利益 － 113,307

四半期純利益 28,713 113,307
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(3)　【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 172,390 616,606

減価償却費 259,196 222,418

持分法による投資損益（△は益） － △219,586

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,037 1,316

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △29,450 △24,879

賞与引当金の増減額（△は減少） 207,533 △199,594

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1,058 △90,182

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,165 64,230

受取利息及び受取配当金 △45,942 △46,502

支払利息 44,035 38,561

固定資産除却損 335 736

売上債権の増減額（△は増加） 2,488,690 2,926,062

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,154,358 △1,638,173

仕入債務の増減額（△は減少） △81,784 386,443

未払費用の増減額（△は減少） △695,665 67,014

未払消費税等の増減額（△は減少） △52,909 △52,828

その他の流動資産の増減額（△は増加） △85,169 △71,126

その他の流動負債の増減額（△は減少） 168,356 634,435

その他 △3,530 △39,978

小計 198,801 2,574,974

利息及び配当金の受取額 45,942 48,602

利息の支払額 △44,035 △38,035

法人税等の支払額 △350,885 △332,535

営業活動によるキャッシュ・フロー △150,177 2,253,006

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △56,000 △27,000

定期預金の払戻による収入 26,000 9,000

有形及び無形固定資産の取得による支出 △109,106 △103,354

投資有価証券の取得による支出 △10,110 △917

関係会社株式の取得による支出 － △539,875

貸付けによる支出 △12,000 －

貸付金の回収による収入 14,165 3,170

その他 610 5,184

投資活動によるキャッシュ・フロー △146,441 △653,791
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,340,000 170,000

短期借入金の返済による支出 △510,000 △225,000

長期借入れによる収入 500,000 370,000

長期借入金の返済による支出 △598,921 △134,426

自己株式の取得による支出 △1,876 △5,952

配当金の支払額 △124,716 △124,427

財務活動によるキャッシュ・フロー 604,486 50,192

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 307,866 1,649,407

現金及び現金同等物の期首残高 1,888,440 1,656,666

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,196,307

※
 3,306,073
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

（連結の範囲に関する事項の変更）

 (1)　連結の範囲の変更　

第１四半期連結会計期間より、前連結会計年度において連結子会社であった株式会社大同システムズは、連
結子会社である株式会社大同テクノサービスに吸収合併され、連結の範囲から除外しております。

 

 (2)　変更後の連結子会社の数

４社
　

　

【表示方法の変更】

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の
一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では、
「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

　

当第３四半期連結会計期間

(自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の
一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結会計期間では、
「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

　

【簡便な会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

１　たな卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、第２四半期連結会計期間末
の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

また、たな卸資産の簿価切り下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積
り、簿価切り下げを行う方法によっております。

 

２　固定資産の減価償却費の算定方法

固定資産の年度中の取得、売却または除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分する
方法によっております。

なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方
法によっております。

 

３　法人税等ならびに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に
よっております。

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等及び一時差異等の発生状況
に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ
ングを利用する方法によっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第３四半期連結会計期間末

(平成22年12月31日)

前連結会計年度末

(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産から控除した減価償却累計額は

　　5,192,900千円であります。

 

※　有形固定資産から控除した減価償却累計額は

　　5,018,651千円であります。

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ
いては、手形交換日をもって決済処理しております。
　　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休
日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手
形が、四半期連結会計期間末残高に含まれておりま
す。
　　受取手形　　　　　　 11,374千円
　　支払手形　　　　　　197,445千円

－

 

　 　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年12月31日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

 

給料諸手当 615,540千円

賞与引当金繰入額 108,818千円

役員賞与引当金繰入額 5,000千円

退職給付引当金繰入額 31,348千円

役員退職慰労引当金繰入額 31,862千円

減価償却費 25,181千円

製品補修費 120,739千円

研究開発費 262,097千円

 

※　販売費及び一般管理費の主なもの

 

給料諸手当 629,501千円

賞与引当金繰入額 151,555千円

役員賞与引当金繰入額 13,771千円

退職給付引当金繰入額 41,983千円

役員退職慰労引当金繰入額 17,743千円

減価償却費 24,712千円

製品補修費 180,655千円

研究開発費 303,146千円

 
　 　

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間

(自　平成21年10月１日

　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

(自　平成22年10月１日

　至　平成22年12月31日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

 

給料諸手当 201,123千円

賞与引当金繰入額 34,545千円

役員賞与引当金繰入額 5,000千円

退職給付引当金繰入額 9,309千円

役員退職慰労引当金繰入額 10,374千円

減価償却費 9,728千円

製品補修費 14,415千円

研究開発費 99,014千円

 

※　販売費及び一般管理費の主なもの

 

給料諸手当 218,471千円

賞与引当金繰入額 61,606千円

役員賞与引当金繰入額 4,557千円

退職給付引当金繰入額 17,562千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,264千円

減価償却費 10,083千円

製品補修費 93,272千円

研究開発費 138,937千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年12月31日)

※　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末
残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい
る科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末
残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい
る科目の金額との関係

　（平成21年12月31日現在）

現金及び預金 2,277,307千円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △81,000千円

現金及び現金同等物 2,196,307千円

 

　（平成22年12月31日現在）

現金及び預金 3,375,073千円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △69,000千円

現金及び現金同等物 3,306,073千円

 
　 　

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１

日　至　平成22年12月31日）

　

１　発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期

連結会計期間末

普通株式 （株） 18,018,000

　

２　自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期

連結会計期間末

普通株式 （株） 186,851

　

３　配当に関する事項

(1)　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 124,962 ７ 平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

　

(2)　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　

　
鉄道信号
関連事業

(千円)

産業用機器
関連事業

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
売上高

2,460,996393,8402,854,836 － 2,854,836

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高

6,234 122,193 128,427(128,427) －

計 2,467,230516,0342,983,264(128,427)2,854,836

営業利益 234,337 13,836 248,174(230,234) 17,939

　

　前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　

　
鉄道信号
関連事業

(千円)

産業用機器
関連事業

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
売上高

8,279,281987,6699,266,951 － 9,266,951

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高

18,755 361,217 379,973（379,973） －

計 8,298,0371,348,8879,646,924（379,973）9,266,951

営業利益 791,359 34,017 825,377（699,103）126,273

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な事業内容

(1) 鉄道信号関連事業・・・・・鉄道信号保安装置の製造販売ならびに設置工事

(2) 産業用機器関連事業・・・・情報通信機器の製造販売、可塑成形製品、金属表面処理及び金型の製造販売

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期

間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　　　在外連結子会社及び在外支店がありませんので、記載を省略しております。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期

間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　　　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

　

１　報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、鉄道信号関連事業及び産業用機器関連事業の２つの事業を基本にして組織が構成されており、

各事業単位で包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は事業を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、「鉄道信号関

連事業」及び「産業用機器関連事業」の２つを報告セグメントとしております。

「鉄道信号関連事業」は、鉄道信号保安装置の製造販売ならびに設置工事を行っております。「産業用

機器関連事業」は、情報通信機器の製造販売を行っております。

　

２　報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

（単位：千円）

　
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２

鉄道信号
関連事業

産業用機器
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 8,640,1801,298,9039,939,084 － 9,939,084

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

35,501 243,781 279,283△279,283 －

計 8,675,6811,542,68510,218,367△279,2839,939,084

セグメント利益 1,023,95629,0391,052,995△757,374 295,621

(注) １　セグメント利益の調整額△757,374千円には、セグメント間取引消去△7,998千円及び各報告セグメントに配分

していない全社費用△749,376千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

（単位：千円）

　
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２

鉄道信号
関連事業

産業用機器
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,906,612557,2583,463,870 － 3,463,870

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

12,111 90,622 102,734△102,734 －

計 2,918,724647,8803,566,604△102,7343,463,870

セグメント利益 274,889 26,746 301,635△261,418 40,217

(注) １　セグメント利益の調整額△261,418千円には、セグメント間取引消去△2,656千円及び各報告セグメントに配分

していない全社費用△258,761千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

537円60銭 525円１銭
　 　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額（千円） 9,586,030 9,372,411

普通株式に係る純資産額（千円） 9,586,030 9,372,411

普通株式の発行済株式数（株） 18,018,000 18,018,000

普通株式の自己株式数（株） 186,851 166,284

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数（株）

17,831,149 17,851,716

　

２　１株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額　　　４円96銭 １株当たり四半期純利益金額　　　25円18銭
　 　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 88,641 449,285

普通株式に係る四半期純利益（千円） 88,641 449,285

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式の期中平均株式数（株） 17,856,853 17,841,325

　

第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額　　　１円61銭 １株当たり四半期純利益金額　　　６円35銭
　 　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 28,713 113,307

普通株式に係る四半期純利益（千円） 28,713 113,307

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式の期中平均株式数（株） 17,854,415 17,832,994
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年２月10日

大同信号株式会社

取締役会  御中

　

清　和　監　査　法　人

　

指 定　社 員
業務執行社員

　 公認会計士    川田　増三　　    印

　
指 定　社 員
業務執行社員

　 公認会計士    大塚　貴史　　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大同

信号株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大同信号株式会社及び連結子会社の平成21年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
追記情報

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社及び連

結子会社は、第１四半期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」及び「工事契約に関する会計基準

の適用指針」を適用している。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月９日

大同信号株式会社

取締役会  御中

　

清　和　監　査　法　人

　

指 定　社 員
業務執行社員

　 公認会計士    川田　増三　　    印

　
指 定　社 員
業務執行社員

　 公認会計士    戸谷　英之　　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大同

信号株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大同信号株式会社及び連結子会社の平成22年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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